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国
際
法
上
の
交
戦
者
の
権
利
・
義
務
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
国
憲
法
第
九
条
第
二
項
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
関
係
す
る
国
際
法
上
の
根
拠
等
に
つ
い
て
、
質
問
す
る
。

日
本
国
憲
法
第
九
条
第
二
項
は
「
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」
と
定
め
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
歴
代
、
内
閣

法
制
局
が
、
「
戦
い
を
交
え
る
権
利
で
は
な
く
、
交
戦
国
が
国
際
法
上
有
す
る
種
々
の
権
利
の
総
称
」
で
あ
る
旨
の
説
明
を
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
現
行
憲
法
第
九
条
第
二
項
に
関
す
る
憲
法
解
釈
で
は
な
く
、
国
際
法
上
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
外
務
省
に
対
し
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

国
際
法
上
、
交
戦
権
と
い
う
概
念
は
あ
る
の
か
。

二

交
戦
状
態
の
権
利
（rights

of
belligerency

）
、
交
戦
者
の
権
利
（belligerent’s

right

）
と
は
、
国
際
法
上
、
い
か
な

る
権
利
の
こ
と
か
。
ま
た
、
そ
の
権
利
の
主
体
（
交
戦
者
）
は
国
家
な
の
か
、
そ
れ
と
も
軍
事
組
織
な
の
か
、
そ
れ
と
も

個
々
の
戦
闘
員
な
の
か
。

三

国
際
法
上
、
交
戦
国
が
有
す
る
諸
権
利
の
総
称
と
い
う
が
、
諸
権
利
の
中
身
を
示
し
た
文
献
は
数
十
年
前
の
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
政
府
が
、
国
際
法
上
、
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
諸
権
利
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、
政
府
が
列
挙
す

る
諸
権
利
の
う
ち
、
わ
が
国
が
国
連
憲
章
第
五
十
一
条
の
下
で
、
行
使
で
き
る
と
思
わ
れ
る
権
利
は
何
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら

一



は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

四

捕
虜
に
関
す
る
権
利
・
義
務
も
交
戦
者
の
権
利
に
該
当
す
る
と
考
え
る
が
、

�

交
戦
者
に
は
、
国
際
法
上
、
捕
虜
と
し
て
の
権
利
保
障
が
あ
る
と
考
え
る
。
自
衛
隊
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
第
二
項

前
段
に
よ
り
、
軍
隊
で
は
な
い
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活

動
）
で
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
が
受
入
国
で
「
国
又
は
国
に
準
ず
る
者
」
に
捕
獲
さ
れ
た
場
合
、
国
際
法
上
、
軍
人
と
し
て

当
然
に
享
受
す
べ
き
捕
虜
と
し
て
の
待
遇
を
要
求
し
な
い
の
か
。
捕
虜
と
し
て
の
待
遇
は
要
求
し
な
い
が
、
捕
虜
に
類
す

る
者
と
し
て
、
捕
獲
し
た
者
に
対
し
、
人
道
的
な
待
遇
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

�

わ
が
国
は
捕
虜
取
扱
い
条
約
を
批
准
し
、
捕
虜
取
扱
い
法
を
制
定
し
て
い
る
が
、
他
国
の
軍
人
を
、
人
道
的
見
地
か

ら
、
国
際
標
準
に
基
づ
い
て
、
捕
虜
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
理
解
す
る
。
他
方
、
日
本

国
憲
法
第
九
条
第
二
項
で
交
戦
権
を
保
有
し
な
い
わ
が
国
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
捕
虜
の
取
扱
い
を
定
め

て
い
る
の
か
。
他
国
か
ら
、
交
戦
権
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
捕
虜
を
適
正
に
待
遇
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
恐
れ
は
な

い
の
か
。

五

東
京
裁
判
で
は
、
合
法
的
交
戦
者
の
権
利
（right

of
law

fulbelligerent

）
が
認
め
ら
れ
ず
、
多
く
の
被
告
人
が
戦
争

二



犯
罪
人
と
し
て
有
罪
宣
告
を
受
け
、
処
断
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
裁
判
で
用
い
ら
れ
た
交
戦
者
に
対
す
る
こ
う
し
た

考
え
方
と
日
本
国
憲
法
第
九
条
第
二
項
の
交
戦
権
は
、
同
様
の
も
の
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

六

外
務
省
は
、
国
際
社
会
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
憲
法
上
の
交
戦
権
規
定
を
紹
介
し
、
か
つ
、
こ
の
規
定
を
尊
重
す
る
よ
う

働
き
か
け
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

七

交
戦
者
と
戦
闘
員
は
、
国
際
法
上
、
同
様
の
概
念
と
み
な
し
て
い
い
の
か
。

八

交
戦
者
が
有
す
る
国
際
法
上
の
中
立
義
務
は
、
わ
が
国
が
憲
法
上
、
交
戦
権
を
放
棄
し
た
こ
と
で
、
影
響
を
受
け
る
の

か
。

九

わ
が
国
が
交
戦
権
の
制
約
で
、
た
と
え
武
力
攻
撃
事
態
に
あ
っ
て
も
、
船
舶
検
査
は
で
き
て
も
、
臨
検
が
で
き
な
い
と
い

う
の
が
法
の
建
前
と
理
解
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
拘
束
さ
れ
な
い
他
国
は
、
同
じ
国
連
憲
章
第
五
十
一

条
の
下
で
自
衛
権
を
行
使
す
る
際
に
、
臨
検
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


